
 
 

令和７年度事業報告 
自  令和７年４月１日 

至  令和８年３月 31日 

 

事業概要 

わが国の経済は、緩やかな景気回復が続く中で、令和６年度の名目ＧＤＰが初めて

600 兆円を超えたのに続き、令和７年度の賃金上昇率が、33 年ぶりの高さとなった前年

度を上回るなど、これまでにない明るい動きが見られるとされています。一方で、食料

品など身近な品目の価格が上昇する中で、個人消費の回復は力強さを欠いた状態が続い

ています。 

盛岡市シルバー人材センター（以下「センター」という。）は、業務委託に係る契約に

ついて、会員がフリーランス法による保護を受けられるよう、令和７年度から、発注者

と会員との間で契約が成立する包括的契約に移行しました。 

また、事務の効率化を図りながら、役員による会員募集チラシ配布や事業所訪問を行

うなど、会員の獲得や就業先の確保に努めました。 

しかし、公共からの受注は増加したものの、民間企業や個人からの受注が減少し、全

体の契約金額は前年度を下回る約２億 1253 万円となり、第三次中期計画の目標を達成す

ることができませんでした。また、費用において、各種経費の節減に努めましたが、最

低賃金の大幅な上昇を受けて委託料や人件費が増加したほか、賃借料や光熱水費の増加

等もあり、当期経常増減額は約 65万円の赤字となりました。 

会員数については、初めて女性限定の入会説明会を開催するなど組織拡大に努めまし

たが、定款に基づく退会処理を進めたこともあり、６年度末の 820 人に対し、74 人減の

746 人となりました。 

安全就業については、安全・適正就業委員会による就業現場パトロールを定期的に実

施したほか、事故発生状況等を会報で周知し、安全講習会を開催するなど、会員の意識

啓発に努めました。事故発生件数は 12 件で、前年度を１件下回りました。 

 適正就業については、「適正就業ガイドライン」に基づく適正な就業が行われるよう、

機会を捉えて発注者や会員に情報提供を行いました。 

 公益法人であるセンターは、高年齢者の就業の場、居場所であるとともに、地域の支

え手としての役割も期待されているところです。引き続き、「自主・自立、共働・共

助」の基本理念の下、会員・役職員が一体となって事業を推進していく必要があると考

えています。 

 



 
 

第 1 会員、補助金の状況 

１ 会員の状況 

区分 ７年度末 構成比 入会者 退会者 増減 ６年度末 

男 494 人 66.2％ 63 人 120 人 △57 人 551 人 

女 252 人 33.8％ 43 人 60 人 △17 人 269 人 

計 746 人 100.0％ 106 人 180 人 △74 人 820 人 

 ＊活動センター等の公的施設へのチラシ配架、市広報紙掲載に加え、役職員による街

頭チラシ配布を行ったが、退会者が多く、前年度比 74 人の減となった。 

 

２ 補助金の状況（事業実施のための財源報告） 

（1）国（厚生労働省）からセンター事業実施のために、高年齢者就業機会確保事業費等

補助金として 3,939 千円、雇用開発支援事業費等補助金として 7,831 千円の計 11,770

千円（前年度と同額）の交付がありました。 

（2）盛岡市から上記事業実施のために、盛岡市シルバー人材センター事業費補助金とし

て 11,770 千円（前年度と同額）の交付がありました。 

 

第２ 事業報告 

１ 雇用によらない就業機会の提供 
高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会づくりに

寄与するため、地域に密着した就業機会の提供を行いました。 

なお、契約方法については、一部の契約を除き、発注者と会員との間で業務委託契

約が成立する包括的契約に移行しました。 

① 発注者別受注実績                        (単位 : 千円) 

区分 受託件数 
就業実

人員 

会員業務

委託料 

センター業

務委託料 

材料費

等 

契約額

計 

構成比

（%） 

公共 285 件         

 

 

568 人 

46,110 7,429 7,642 61,181 28.8 

民間 1,636 件 85,759 14,934 2,463 103,156 48.5 

個人 1,861 件 37,253 6,339 4,599 48,191 22.7 

合計 3,782 件 169,122 28,702 14,704 212,528 100.0 

＊令和７年度の契約額は、対前年比において、公共受注は 4.6％の増となったが、民

間受注及び個人受注の減により、全体では前年度契約額を 1.1％下回った。 

＊公共事業の契約額のうち、盛岡市からの発注分は 94.6％、57,895 千円（6 年度は

55,154 千円）となった。 

＊会員業務委託料には配分金が、センター業務委託料には事務費が一部含まれる。（以

下同様） 

② 契約方法別受注実績                         (単位 : 千円) 

区 分 受託件数 
会員業務

委託料 

センター業

務委託料 

材料費

等 
契約額計 

構成比

（%） 

包括的契約 3,563 件 134,650 22,243 7,751 164,644 77.5 

受託事業 219 件 34,472 6,459 6,953 47,884 22.5 



 
 

合 計 3,782 件 169,122 28,702 14,704 212,528 100.0 

③ 受託件数、就業延人員状況 

区 分 
７年度  ６年度  就業延人員対

前年比（%） 受託件数 就業延人員 受託件数 就業延人員 

公 共 285 件 8,152 人日 302 件 8,428 人日 96.7 

民 間 1,636 件 19,299 人日 1,754 件 20,788 人日 92.8 

個 人 1,861 件 6,872 人日 1,996 件 7,364 人日 93.3 

合 計 3,782 件 34,323 人日 4,052 件 36,580 人日 93.8 

④ 会員の就業実績 

区 分 
７年度 （人） ６年度 （人） 対前年比

（%） 男 女 計 男 女 計 

会員数（A） 494 252 746 551 269 820 91.0 

就業会員数（B） 381 187 568 382 179 561 101.2 

就業率（B）/（A）（%） 77.1 74.2 76.1 69.3 66.5 68.4 7.7P 

⑤ 職群別事業実績の状況 

区 分 

７年度 ６年度 

延人員

（人日） 

会員業務委

託料(千円) 

構成比 

(%) 

延人員

（人日） 

会員業務委

託料(千円) 

構成比 

(%) 

１ 技 術 群 377 1,786 1.0 469 2,053 1.2 

２ 技 能 群 7,572 55,975 33.1 7,608 50,664 29.8 

３ 事務整理群 787 2,333 1.4 828 2,632 1.6 

４ 管 理 群 7,402 42,516 25.1 8,105 45,192 26.6 

５ 折衝外交群 171 154 0.1 203 191 0.1 

６ 一般作業群 16,744 62,361 36.9 18,060 65,507 38.5 

７ サービス群 1,232 3,883 2.3 1,281 3,652 2.2 

８ そ の 他 38 114 0.1 26 80 0.0 

合 計 34,323 169,122 100.0 36,580 169,971 100.0 

＊一般作業群、技能群及び管理群の３つの職群の会員業務委託料が、全体の 95.1％

を占めている。 

 

２ 雇用による就業機会の提供 

（1）職業紹介事業 

   県連合会が行う有料職業紹介事業の実施事業所として、就業機会の提供を行いました。 

（2）労働者派遣事業 

   県連合会が行う労働者派遣事業の実施事業所として、就業機会の提供を行いました。 

 

 

 

７年度 ６年度 

求人件数 就職件数 手数料収入 求人件数 就職件数 手数料収入 

６件 17 件 84,303 円 7 件 22 件 107,604 円 



 
 

７年度 ６年度 

契約 

件数 
就業延人日 

就業 

実人

員 

手数料収入 
契約 

件数 
就業延人日 

就業 

実人

員 

手数料収入 

148 件 3,639 人日 71 人 1,523,676 円 130 件 3,703 人日 70 人 1,499,439 円 

契約金額 20,029,471 円 契約金額 19,854,649 円 

 

３ 就業に必要な知識及び技能を付与するための講習 

  派遣で就業している会員のキャリアアップのため、講習を実施しました。 

講習名 開催日 会 場 受講者数 

ビジネスマナー講習 ３月 10 日 盛岡タカヤアリーナ 10 人 

 

第３ 事業推進のための活動 

   高齢者の生きがいの充実と福祉の向上を図り、活力ある地域づくりに寄与するた

め、また、上記第２の事業及び社会参加活動を推進するための活動として、以下の事業

等を実施しました。 

（1）普及啓発事業 

   シルバー事業への理解と高齢者の加入促進及び意識啓発を目的として、次の事項を

重点に実施し、センターの存在をＰＲするとともに、センターの行う事業内容の周知

や啓発に努めました。 

① 普及啓発促進活動 普及啓発促進月間（10 月）に合わせた社会奉仕活動の実施 

② ＨＰ、マスメディアへの情報提供 実施事業やイベント開催状況等について、マス

メディア等へ情報提供 

③ 会報の発行 ｢シルバーもりおか｣を２回発行（７月１日号、２月１日号） 

④ 役員等による街頭での会員募集活動の実施 

⑤ 女性会員による活動 「手づくり品の販売」、「おばあちゃんの手づくり教室」の実

施 

⑥ 市広報への掲載 ｢広報もりおか」に広告を掲載し、シルバー人材センターをＰＲ 

（2）安全・適正就業の推進 

会員に安全かつ公平な就業機会を提供するため、｢安全・適正就業委員会｣を開催し

て適正就業の推進に努めたほか、会報｢シルバーもりおか｣により、会員へ情報提供を

行いました。 

① 会議等の開催 

会議等名 開催日 内 容 

第１回安全・適正就業

委員会 
７月 25 日 

・委員長、副委員長の選出について 

・令和６年度事故発生状況等について 

・全国における重篤事故発生状況について 



 
 

第２回安全・適正就業

委員会 
２月 17 日 

・就業現場パトロール実施状況について 

・令和７年度事故発生状況について 

・期間満了に伴う就業会員の交代について 

・令和８年度安全・適正就業推進計画について 

就業安全講習会 ２月 19 日 

・高齢者の交通安全について 

・救急救命について 

   （参加会員数 51人） 

刈払機就業安全講習会 ３月 19 日 
・刈払機の安全な取り扱い方法について 

   （参加会員数 14人） 

② 巡回指導等（就業現場パトロール）の実施 

４月から 11 月までの期間、安全・適正就業委員会委員長等による巡回指導（就業

現場パトロール）を実施し、安全・適正就業の徹底を図りました。 

③ 事故発生状況 

区分 
７年度 ６年度 

件数 保険給付額 件数 保険給付額 

傷害事故 ８件 5,370,000 円 ９件 1,101,000 円 

賠償事故 ４件 1,259,561 円 ４件 256,172 円 

合 計 12 件   6,629,561 円 13 件 1,357,172 円 

＊７年度の事故はすべて就業中の事故であり、就業途上の事故は発生していない。 

（3）調査研究 

   就業機会の確保・拡大を図るためには、社会経済環境の変化や高齢者の就業に対す

る意識の変化に対応した事業展開が求められることから、理事会や専門部会を開催

し、必要な対応等について協議しました。 

また、他センターの活動状況等に関する調査結果を活用して、センター機能の充実

強化等に必要な資料の収集に努めました。 

（4）就業分野の開拓・拡大 

    会員にふさわしい仕事を受注することは、会員の確保及びセンター事業の発展・拡

大につながることから、以下のとおり就業開拓等を実施しました。 

① 理事による事業所訪問 

② 理事長及び常務理事による盛岡市役所各部署訪問 

③ 地区活動センター等へのリーフレット配布 

（5）高齢者活用・現役世代雇用サポート事業 

   サービス業等の人手不足分野や介護、育児等の分野での就業の取り組みを進めるこ

とにより、現役世代が安心して働けるよう社会の下支えすることを目的とした事業で

す。コーディネーター等により、地域ニーズの把握と、派遣就業を中心とした就業開

拓に努めました。 

（6）相談・情報提供 

   入会を希望する高齢者を対象に、定期的に入会説明会を開催（23 回）したほか、初め

て女性限定の入会説明会を開催するなど、会員の拡大に努めました。 



 
 

また、ハローワークや県連合会と連携し、雇用、就業等に係る相談及び情報提供を

行いました。 

（7）社会参加活動の推進 

   高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、センターの存在を広く地域

社会に普及啓発することを目的に、各地域においてボランティア活動や社会参加活動

を行いました。 

開催日 活動内容 実施班数 参加会員数 

10 月 18 日 

～11 月 27 日 

公共施設及び公園等の除草・清

掃作業 
23 班中 22 班 141 人 

（8）ワークプラザの設置 

会員の活動拠点ともなるワークプラザは、シルバー事業の活性化のために必要な施

設と認識しており、貸与が可能な施設等の調査、関係機関との協議を行いました。 

（9）主な会議の開催状況 

① 定款に基づく会議 

会議名 開催日 主な審議内容 

第１回理事会 ５月 16 日 
・令和７年度定時総会議案書について 

・令和７年度被表彰者の選考について 

定時総会 ６月 20 日 

・令和６年度事業報告及び収支決算について 

・令和７年度事業計画及び収支予算について 

・第 24 期役員の選任について 

第２回理事会 ６月 20 日 
・理事長等の選定について 

・専門部会担当理事等の委嘱について 

第３回理事会 ９月 19 日 

・職員任用及び就業規則の一部改正について 

・職員給与規程の一部改正について 

・ゴールド会員の登録について 

・就業標準価格表の改定について 

・就業開拓・事業所訪問について 

・会員募集チラシの街頭配布について 

第４回理事会 12 月 19 日 

・地域班の再編について 

・就業開拓・事業所訪問の実施結果について 

・地域班会議及びボランティア活動の実施結果につい

て 

第５回理事会 ３月６日 
・役員賠償責任保険契約について 

・サイバー・情報漏えい保険への加入について 

第６回理事会 ３月 24 日 
・令和８年度事業計画及び収支予算について 

・役員（理事長）の選定について 

 

 

 



 
 

② 定款に基づく定期監査 

定期監査 ５月９日 
・令和６年度業務概要について 

・令和６年度事業報告、計算書類及び付属明細について 

③ 専門部会（理事出席）の開催 

会議名 開催日 主な審議内容 

第１回会報編集委員会 ４月 25 日 ・委員長の選出について 

第１回広報総務部会・会

報編集委員会合同会議 
４月 25 日 

・会報「シルバーもりおか」第 110 号の発

行について 

第１回組織部会 ４月 25 日 
・令和７年度被表彰者の選考について 

・地域班再編の方向性について 

第２回組織部会 ９月２日 

・部会長等の選定について 

・会員拡大に向けた取り組みについて 

・地域班の再編について 

第１回事業部会 ９月２日 

・部会長等の選定について 

・就業標準価格表の改定について 

・就業開拓・事業所訪問の取り組みについ

て 

第１回広報総務部会 12 月９日 ・部会長等の選定について 

第２回広報総務部会・会

報編集委員会合同会議 
12 月９日 

・会報「シルバーもりおか」第 111 号の発

行について 

④ 班長会議の開催 

地域班長会議 ３月 17 日 
・地域班別会員状況について 

・地域班の再編について 

⑤ 地域班会議の開催 

各地域において地域班会議が開催され、地域の実情や今後の運営等について話し

合いが行われました。また、令和８年度から地域班を再編することについて、事務

局から説明し、意見交換を行いました。 

なお、班活動費として会員１人当たり 500 円の助成を行いました。 

開催日 開催班数 参加会員数 

10 月 16 日～11 月 27 日 全 23 班 144 人 

 


